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論文内容の要旨

World-WideWeb(WWW)は現在,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおける情報流通の主流となっ

ており,新聞,ﾃﾚﾋﾞやﾗｼﾞｵに加えた日常的な情報収集の手段としても利用さ

れるようになってきている. WWWｻ-ﾋﾞｽを安定して運用するには,そのた

めには,ﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制を整えたり,ｻｲﾄに応じた適切なｻ-ﾊﾞへの投資が

重要となる.特に,新たにWWWｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑを構築する際には,導入する

ｼｽﾃﾑの正確な性能評価および性能の限界の調査は重要となる.そこで本論文

では,大規模なWWWｻ-ﾊﾞの設計時に有効となるｻ-ﾊﾞの性能評価を行うた

めのｼｽﾃﾑを開発した.

ｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑの性能評価はﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸを用いるのが-般的である.これま

でにさまざまなwwwｻ-ﾊﾞﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸｼｽﾃﾑが開発されてきた.しかし,

WWWで扱われるｺﾝﾃﾝﾂの内容はWWWが登場して以来変化を続けてい

る.そのため,以下に挙げるように既存のﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸでは対応できない部分

が多く存在する. 1)ﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸの対象となるﾌｱｲﾙが-つだけであったり,

あらかじめ用意されたｱｸｾｽﾊﾟﾀ-ﾝでしかﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸを実行できない点.

2)SSLを用いた暗号化通信を用いた場合の性能評価ができない点. 3)次世代のｲ

ﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術であるIPv6を扱えない点,である.

本研究では,これらのことを考慮した新たなﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸｼｽﾃﾑANMAを設

計,実装した.つまり,ﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸを行う際に, SSLによる暗号化を用いるか

否か,ｱｸｾｽするﾌｱｲﾙをどうするかといったｱｸｾｽﾊﾟﾀ-ﾝを自由に指

走でき, IPv6とIPv4の両方のｱﾄﾞﾚｽﾌｱﾐﾘでのﾘｸｴｽﾄを送信可能なﾍﾞ

ﾝﾁﾏ-ｸである.このﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸにより,上記で述べた点を解決し,硯実の

WWWｻ-ﾊﾞに近い環境での性能測定が可能となった.

また,運用中のｻ-ﾊﾞの性能を評価するため,ｻ-ﾊﾞに負荷をかけずﾘｱﾙﾀｲ

ﾑにｻ-ﾊﾞの状態を観測できるｼｽﾃﾑの設計,実装を行った.このｼｽﾃﾑは

ｻ-ﾊﾞに負荷をかけないﾊﾟｹｯﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを利用し,その結果からｻ-ﾊﾞの

状態を判別するｼｽﾃﾑである.そして実際に運営されたｻ-ﾊﾞの観測結呆やﾍﾞ

ﾝﾁﾏ-ｸによる実験から,このｼｽﾃﾑを用いてｻ-ﾊﾞの状態を把撞できるこ

とを確認した.



論文審査結呆の要旨

本論文は,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおける情報流通の主流となっているWorld-WideWeb (WWW)

に着目し,ﾆｭ-ｽｻｲﾄや検索ｻｲﾄなどの大規模なWWWｻ-ﾊﾞを構築,設計するに

あたって考慮するべき点や運用中のｻ-ﾊﾞ監視手法,及びｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑの性能評価技術に

ついて述べている.本論文の成果は以下に要約される.

1.ｻ-ﾊﾞに負荷をかけずﾘｱﾙﾀｲﾑにｻ-ﾊﾞの状態を観測できるｼｽﾃﾑの設計,実

装を行なっている.このｼｽﾃﾑはｻ-ﾊﾞに負荷をかけないﾊﾟｹｯﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを利用し,

その結呆からｻ-ﾊﾞの状態を判別するｼｽﾃﾑである.このｼｽﾃﾑはﾕ-ｻﾞ側でのWWW

ﾍﾟ-ｼﾞの表示されかたを考慮し,その表示されかたを基にしたｻ-ﾊﾞの状態を走義し,その

状態を把撞できるｼｽﾃﾑとなっている.このため,従来のｻ-ﾊﾞ自身の内部状態や応答時

間などによりｻ-ﾊﾞの観測,監視を行うｼｽﾃﾑに比べ,より正確な状態を把撞できるもの

となっている.そして実際に運営されたｻ-ﾊﾞの観測結果やﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸによる実験から,

このｼｽﾃﾑを用いてｻ-ﾊﾞの状態を把撞できることを確認している.

2.ﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸを行う際に, SSLによる暗号化を用いるか否か,ｱｸｾｽ対象のﾌｱｲ

ﾙを様々に変化させることによりｱｸｾｽﾊﾟﾀ-ﾝを自由に指走でき, IPv6とIPv4の両方

のｱﾄﾞﾚｽﾌｱﾐﾘでのﾘｸｴｽﾄを送信可能なﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸを提案,実装している.この

ﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸにより,従来よりより現実に近い環境での性能測定が可能となっている.

3.上記のﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸｼｽﾃﾑを用い,従来は考慮されていなかったｺﾝﾃﾝﾂ配分に

よるｻ-ﾊﾞ-の負荷の変化測定を行なっている.ここでは,従来のﾃｷｽﾄﾌｱｲﾙのみの

ｺﾝﾃﾝﾂに比べて,画像や動画のﾌﾟﾗｸﾞｲﾝを用いたｺﾝﾃﾝﾂはｻｲｽﾞが大きくなるた

め,大量に利用するとｻ-ﾊﾞへの負荷が大きくなる可能性があることを考慮し,ﾄﾞｷｭﾒﾝ

ﾄｻｲｽﾞやﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ数,同時ﾘｸｴｽﾄ数などをさまざまに変化して性能測定を行って

いる.その結呆,多数の処理するようなWWWｻ-ﾊﾞの設計にあたっては,ｺﾝﾃﾝﾂの

簡素化や機能毎にｻ-ﾊﾞを分剖するなどの手法が有効であることを確認している.

以上のように,本論文はｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上の主要ｻ-ﾋﾞｽであるWWWについて運用

上および設計段階における必要要件について議論し,それを補助するｼｽﾃﾑを開発してい

る.また,ｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑの性能評価技術についてだけではなく, WWWで配送されるｺﾝ

ﾃﾝﾂの内容についても義論を行なっている.これは学術上だけではなく,ｺﾝﾃﾝﾂ配送

業界など商業的なｻ-ﾋﾞｽに対し,設計上の指針を示しており,その貢献度は少なくない.

よって本論文は博士(工学)の学位論文としてふさわしいものと認める.


